
天之御中主神
（あめのみなかぬしのかみ） ☆表示説明
古事記に出てくる最初の神様
各地の水天宮・秩父神社など 

夫婦関係

高産霊神 親子関係
（たか(み)むすびのかみ）

高木神(たかぎのかみ)とも呼ばれます 次への流れ
福島県の安達太良神社など

神産巣日神
（かみむすびのかみ）

大国主神をたすける

ことあまつかみ

宇摩志阿斯訶備比古遅神
（うましあかびひこちのかみ）

天之常立神
（あまのとこたちのかみ）

国之常立神
（くにのとこたちのかみ）

少彦名神
（すくなひこなのかみ）

豊雲之神 神産巣日神（かみむすびのかみ）の指の間よりうまれる
（とよくものかみ） 大国主神といっしょに国づくりをしたあと

常世の国（とこよのくに）へいかれる＝海の彼方の国

宇比地邇の神 妹須比地邇の神 
（うひちにのかみ） （いもすひちにのかみ）

かみよななよ

角杙の神 妹活杙の神
（つのぐいのかみ） （いのぐいのかみ）

意富斗能地の神 妹大斗乃弁の神
（おおとのぢのかみ） （おおとのべのかみ）

於母陀流の神 妹阿夜訶志古泥の神
（おもだるのかみ） （あやかしこねのかみ）

（あめのぬぼこ）

伊邪那岐神（伊弉諾神） 伊邪那美神（伊弉冉神）
(いざなぎのかみ) (いざなみのかみ)

日本の祖父神。 日本の祖母神。

最初の子

蛭子神、蛭子命
「すさのうのみこと」に食物をあたえる （ひるこのみこと）

自分のからだから食物を出し えびす様との説
「すさのうのみこと」は汚いと言い

切り捨ててしまう

神産みをした時の子 最後に生む

穀物・養蚕の神 風の神 海の神様 山の神様 野の神 火の神
大気津姫神 志那都比古神 綿津見の神 大山祇神 鹿屋野比売神 火之迦具土神
（おおげつひめ） （しなつひこのかみ） （わだつみのかみ） （おおやまづみのかみ） （かやぬひめのかみ） （ほのかぐつちのかみ）

（日本全国の山の総管理者）

黄泉の国より戻ったとき

頭から蚕 大事忍男神 みそぎをした時うまれた

目から稲 おほことおしをのかみ 1番目 底津綿津見神 天之狭土神 
耳から粟 石土毘古神 そこつわたつみのかみ 足名椎命 手名椎命 （あめのさづちのかみ）

鼻から小豆 （いはつちびこのかみ） 2番目 中津綿津見神 （あしなづちのみこと） （てなづちのみこと） 国之狭土神
陰部から麦 石巣比売神 なかつわたつみのかみ （くにのさづちのかみ） 

尻から大豆 （いはすひめのかみ） 3番目 上津綿津見神 ８番目の子 天之狭霧神 
が生まれる 大戸日別神 うわつわたつみのかみ 櫛名田姫 （あめのさぎりのかみ）

おほとひわけのかみ （くしなだひめ） 国之狭霧神
天之吹男神 （くにのさぎりのかみ） 

あめのふきおのかみ 天之闇戸神
大屋毘古神 （あめのくらどのかみ） 

おほやびこのかみ 国之闇戸神 
風木津別之忍男神 （くにのくらどのかみ）

（かざもつわけのおしをのかみ） 大戸惑子神 
港の神 速秋津日子神 （おほとまとひこのかみ）

はやあきつひこのかみ 大戸惑女神 
速秋津比売神 （おほとまとひめのかみ）

はやあきつひめのかみ 

木の神 久久能智神 
くくのちのかみ 金山毘古神（かなやまびこのかみ、

イザナミの吐瀉物から生まれる） 

火之迦具土神（ほのかぐつちのかみ）を生んで 金山毘売神（かなやまびめのかみ、

｢いざなみの神」が死んだあと、「いざなぎの神」が イザナミの吐瀉物から生まれる） 

黄泉の国より戻ったとき「みそぎ」をした時うまれた 波邇夜須毘古神（はにやすびこのかみ、

イザナミの大便から生まれる） 

「いさなぎの神」が顔を洗って生まれた 波邇夜須毘売神（はにやすびめのかみ
三貴子（みはしらのうずのみこ） イザナミの大便から生まれる） 

彌都波能売神（みつはのめのかみ、

イザナミの尿から生まれる） 

鼻を洗って 右目を洗って 左目を洗って 和久産巣日神（わくむすひのかみ
３番目 ２番目 １番目 イザナミの尿から生まれる） 

弟（海を治める） （夜の国を治める） 姉（高天原（たかまがはら）を治める） 和久産巣日神には以下の一柱の子がいる 

須佐之男神 月読神 天照大神 豊宇気毘売神（とようけびめのかみ） 

（すさのおのかみ） （つくよみのかみ） （あまてらすおおみかみ）

島根県の須佐神社 （高天原の主宰者で皇室の祖先神。）
関東一円の氷川神社 伊勢神宮
全国の熊野神社

　　　　あまのやすかわ 「あまのやすかわ」にて
誓約（うけい）を行う

誓約（うけい）＝神に誓って事の正否を決める呪礼
(お互いに心の証を立てる）

剣によって生まれた 数珠から生まれた
宗像の三神（むなかたのさんしん） 五柱（男神）
女神



地上へ 　　娘

長女 多紀理毘売命 派遣１番目 天之忍穂耳命 栲幡千々姫
（たぎりひめのみこと） （あめのおしほみみのみこと） 福岡県の英彦山 （萬幡豊秋津師比売命）

次女 市杵島毘売命 派遣２番目 天穂日神（弟） （よろづはたよあきつしひめ）

（いちきしまひめのみこと） （あめのほひのみこと） 亀戸天神

（弁天様） 天津日子根命
三女 田寸津毘売命 （あまつひこねのみこと）

（たぎつひめのみこと） 活津日子根命 道の神、道案内の神

（いくつひこねのみこと） 猿田彦大神
熊野久須毘命 さるたひこのおおかみ

（くまのくすほのみこと） この神の先導により

九州、高千穂の地に下りる

兄
御炊屋姫 天火明命

（あめのほあかり） てんそんこうりん

饒速日命
天香語山命 宇麻志摩遅命 （にぎはやひのみこと）

あめのかぐやまのみこと

尾張氏 物部氏 津守氏
弟 天皇の祖先
邇邇芸命

姉 妹 （迩迩芸命　）

　　　妹 石長姫神 木花咲耶姫神 （ににぎのみこと）

神大市比売神 （いわながひめのかみ） （このはなさくやひめの神） 霧島神社
（かむおおいちひめのかみ） 浅間山の神 富士山の神

三種の神器

　妹 八咫鏡

八島士奴美神 木花知流比売神 （やたのかがみ）

（やしまじぬみのかみ） （このはなちるひめのかみ） 八坂瓊曲玉

対の神 （やさかにのまがたま）

淤加美神 天叢雲剣

（おかみのかみ）の娘 布波能母遅久奴須奴神 （あまのむらくものつるぎ）

日河比売 （ふはのもぢくぬすぬの神） くさなぎの剣

（ひかは姫）

長男 次男
娘 深淵之水夜礼花神 火照命 火須勢理命
あめのつどへちね （ふかふちのみづやれはなの神） （海幸彦） （ほすせりのみこと）

の神 （ほてりのみこと）

（うみさちひこ）

布怒豆怒神 於美豆奴神 海の神
（ふのづのの神）の娘 （おみづぬの神）

布帝耳神 三男
（ふてみみの神） 火遠理命 姉

天之冬衣神 （山幸彦） 豊玉姫神
刺国大神 （あめのふゆきぬの神） （ほをりのみこと） （とよたまひめのかみ）

（がさしくにおほの神）の娘 （やなさちひこ） 龍宮の乙姫の説
刺国若比売 青島神社 鹿児島、豊玉姫神社
（さしくにわか 姫）

兄
大年神 天知迦流美豆比売
（おおとしかみ） （あめちかるみづひめ）

（年を司る神） 妹 鵜葺屋葺不合命 妹

各家庭に祝福を 宇迦之御魂神 （うがやふきあえずのかみ） 玉依姫神
（うかのみたまのかみ） 香用比売 鵜戸神社（うとじんじゃ） （たまよりひめのかみ）

（倉稲魂神） （かよひめ） 宮崎、日南

稲荷の神＝穀物の神

京都の伏見稲荷を総本社としている
佐賀の祐徳稲荷「ゆうとくいなり」
茨城の笠間稲荷「かさまいなり」

大香山戸臣神 御年神
（おほかぐやまとみ） （みとしのかみ）

１） 奥津日子神 （おとしのかみ）

（おきつひこ） 　　弟
大山咋神 建玉依姫命

２） 奥津比売命 （おおやまくいのかみ）

（おきつひめ） 日吉神社の祭神
竈（かまど）の女神 

賀茂別雷命 １８１人の神がうまれる

３） 庭津日神 最初の妻
（にはつひ） 八上姫
庭を照らす日の意。 沼河比売命
屋敷の神 沼河姫

ぬまかわひめのみこと 木俣神
４） 阿須波神 大国主神 子供なし

（あすは） （おおくにぬしのかみ） 須世理姫
屋敷の神 出雲大社 （すせりびめのみこと）

（須佐之男神（すさのおのかみ）の娘

５） 波比岐神
（はひき） 宗像の三神 宗像の三神

建御名方神 （むなかたのさんしん） （むなかたのさんしん）

６） 香山戸臣神 （たけみなかたのかみ） 高降姫 多岐都比売命

（かぐやまとみ） 多紀理毘売 神屋楯比売神
たけみかずちにかみ （たぎりひめのみこと） （かむやたてひめ）

７） 羽山戸神
（はやまと）

山の麓を司る神

兄
８） 庭高津日神 味鋤高彦根神
（にはたかつひ） （あじすきたかひこねのかみ）

庭を照らす日の意。 賀茂大神
屋敷の神 

兄 妹
９） 大土神 八重事代主神 高照姫神
（おほつち） 三島溝杭姫、 やえことしろぬしのかみ （たかてるひめのかみ）

土の神 みしまのみぞくいひめの神

勢夜陀多良比売
（せやだたらひめ）



１） 若山咋神 妹 派遣３ 賀茂氏
（わかやまくい） 下照姫神 天若日子神
山の神 （したてるひめのかみ） （あめのわかひこのか）

アマノジャクの説

２） 若年神 
（わかとし）

３） 若狭那売神
（わかさなめ） 　　４番目の子
田植えをする早乙女の意 媛蹈鞴五十鈴媛命 神倭伊波礼毘古命

ひめたたらいすずひめのみこと （かむやまといわれひのみこと）

４） 弥豆麻岐神 
（みづまき） 神武天皇の皇后 神武天皇
水撒き・灌漑の神

５） 夏高津日神 
（なつたかのひ）

夏の高く照る日の神の意

６） 秋毘売神
（あきびめ）

秋の女神 

７） 久久年神 ８） 久久紀若室葛根神
（くくとし） くくきわかむろつなね

稲の茎が伸びることの意 新しい室を建てて葛の綱で結ぶの意。

天皇系図へ

たけみかずちにかみ


